
第６学年 国語科学習指導案 
日 時 平成 20 年９月 30 日（火）６校時 
児 童 ６年生 １５名 
指導者 山 根  大 輔 

 
１ 単元名  筆者の考えを受け止め、自分の考えを伝えよう 
  教材名  平和のとりでを築く 
 
２ 単元について 
（１）教材について 
   第５学年及び第６学年の「Ｃ読むこと」の目標は、「目的に応じ，内容や要旨を把握しながら読

むことができるようにするとともに、読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度を育

てる」ことである。また、「Ｂ書くこと」の目標は、「目的や意図に応じ、考えたことなどを筋道を

立てて文章に書くことができるようにするとともに、効果的に表現しようとする態度を育てる」こ

とである。 
本単元で育てたい主となる能力は、「Ｃ読むこと」の内容「イ．目的や意図に応じて、文章の内

容を的確に押さえながら要旨をとらえること」、「エ．書かれている内容について事象と感想、意見

の関係を押さえ、自分の考えを明確にしながら読むこと」、及び、「Ｂ書くこと」の内容「イ．全体

を見通して、書く必要のある事柄を整理すること」、「ウ．自分の考えを明確に表現するため、文章

全体の組み立ての効果を考えること」、「エ．事象と感想、意見などとを区別するとともに、目的や

意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること」である。そこで、本教材の学習を通して、

「事実と意見を区別しながら筆者の考えをとらえ、それに対し自分の考えをもつこと」と、「自分

の考えを明確に表現するために必要な材料を集め、効果的な文章の組み立てを考えること」を目標

としている。 
   本教材は、「筆者が訴えたいことを読み取り、それについて自分の考えをもつ」、「平和について

さらに考えるために調べたり話し合ったりし、深まった考えを分かりやすく組み立て、書いて交流

する」ことを主目標としている。「平和のとりでを築く」は、大きく４つの意味段落で構成されて

いる。第一段落では原爆ドームに対する筆者の思い、第二段落では原爆ドームがたどった歴史、第

三段落では原爆ドームの世界遺産決定までの過程、第四段落では筆者が原爆ドームを通して読者に

訴えたいことが述べられている。また、事実とそれに対する筆者の思いや考えを分かりやすく書か

れており、題名や重要語句、文末表現や文章構成を手がかりにして丁寧に読み進めていけば、原爆

ドームに対する筆者の強い思いを読み取ることができ、ひいては原子爆弾や戦争、平和などに対し

て、子どもたち一人一人が考えをもち、調べたり話し合ったりして深めていこうという意欲を高め

ることができる教材となっている。 
（２）児童について 
   児童は、５年「サクラソウとトラマルハナバチ」で筆者の主張を興味をもって読みながら、自分

の意見をもち、グループや学級で話し合うという学習をした。「千年の釘にいどむ」でも、要旨を

とらえ感想をまとめる学習をしている。また、６年「生き物はつながりの中に」では、筆者の考え

をとらえ、それに対する自分の考えをまとめることを学んできている。これらの学習を通して、筆

者の考えを文末表現や重要語句に着目してとらえ、それに対する自分の考えをまとめることができ

るようになってきている。しかし、感想の範囲にとどまり、筆者の主張や叙述の仕方についての吟

味・評価にまでは至っていない。また、感想を文章にすることが苦手な子や、自信が持てず発表し

ようとしない子もいるなど個人差が大きい。 
   書くことについては、重要語句や接続語などにサイドラインを引き、中心文を見つけ段落を要約

することはできるようになってきている。しかし、大事な箇所にサイドラインを引くことは他教科

においてもできるが、重要な言葉に短く引くということができる児童は少ない。また、さらに深め

たい言葉への書き込みの内容についても個人差が大きい。 
５年生時に実施したＣＲＴの読む能力の平均は７７．１点で、特に「要約した内容の理解」の力

が劣っている。また、読解力事前テストは平均９０．３点と、世界遺産の種類や例など事実に関わ

る問題に関しては、ほぼ全員が読み取ることができている。しかし、筆者の考えの根拠を求める問

題、筆者の意図を問う問題では誤答が多く、文章表現から筆者の意図を読み取ったり、筆者の伝え

たいことを明確にとらえたりすることが課題である。 
 



（３）指導にあたって 
   本教材の指導にあたっては、自分の考えをしっかりともち文章にまとめることを目指し、「感想」

といったレベルで止まらないようにしたい。そこで「平和のとりでを築く」の４つの意味段落の段

落構成のうち第二段落を３つに分け、丁寧に読み取らせていきたい。筆者の伝えたいことをとらえ

る学習を通して、自分の考えをしっかりともつことができるようにしていきたい。 
  「つかむ・見通す」段階では、戦争や原子爆弾、平和宣言など資料を提示し、平和に対する関心を

高めたい。そして、初発の感想をもち、これまでの説明文の学習を振り返りながら、学習の見通し

をはっきりともたせていきたい。 
  「深める」段階では、意味段落ごとに筆者の考えと事例を明確に区別させ、叙述内容を確かに読み

取らせるとともに、筆者の思いを明確にとらえさせていきたい。そのために、重要語句や文末表現

にサイドラインを引いたり、中心文を見つけ視写や書き込みをしたり、段落ごとに要約文をまとめ

たりする活動を取り入れていきたい。 
  「まとめる」「広げる」段階では、戦争や平和に対する自分の考えをまとめていく。どのようにし

たら効果的に伝えることができるのか考えながら、資料を集めたり、文章構成を考えたり、分かり

やすい表現を工夫したりする活動に取り組ませていきたい 
 
３ 単元の目標 
【関心・意欲・態度】 
○ 筆者の伝えたいことを受けて自分なりの考えをもち、「原子爆弾」や「平和」について関心をもっ

て調べたり、話し合ったり、書いたりしようとする。 
【読むこと】 
◎ 書かれてある内容について、事実とそれについての筆者の考えに目を向けながら、その要点を読

み取ることができる。 
◎「平和のとりでを築く」という題名が意味することに注意しながら読むことができる。 
○ 筆者の考えを受けて、自分はどのように考えるかをまとめながら読むことができる。 

【書くこと】 
 ○ 自分の考えを明確に文章に表現するために、材料を選んだり、文章の組み立てを考えたりするこ

とができる。 
 ○ 調べたり話し合ったりしたことをもとに、事実と自分の考えを区別して、分かりやすく文章に表

現することができる。 
【言語事項】 
○ 文章には色々な構成があることを理解し、自分の表現したい内容に合わせて適切なものを選び、

活用することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 単元の指導計画（全１１時間） 
段階 時 学習活動 具体の評価規準 努力を要する児童への支援 

つ

か

む 
・ 
見

通

す 
 
３ 

１ 

 戦争や原爆に関する資料から、平和に

対して関心をもち、知っていることや考

えていることなどを交流し合う。 
 教材文「平和のとりでを築く」を読ん

で、初発の感想を書く。 
 ◇感想 

関：原爆に関する資料に興味を示

し、「平和のとりでを築く」を

読み、疑問や気付きをもとに、

初発の感想をノートに書き積

極的に発表することができる。

 戦争や原爆について知って

いることなどに関連させて、ど

う思うか考えさせえる。 

２ 

教材文「平和のとりでを築く」を６つ

の意味段落に分けながら、文章構成を確

認する。 
意味段落ごとに学習課題を設定し、読

みの計画を立てる。 

読・言：叙述内容から文章のまとま

りをとらえ、知りたいことなど

をもとに課題を立てるなど、学

習計画を立てることができる。

 多く使われている言葉に着

目させ、文章のまとまりをとら

えさせる。 
 初発の感想をもとに学習し

たいことをまとめさせる。 

３ 
新出漢字の練習をする。 
 

言・関：新出漢字の書き方、読み方、

使い方が分かり意欲的に練習

に取り組むことができる。 

 意欲的に取り組むことがで

きるように、声がけをする。 

深

め

る 
 
６ 

４ 

一の意味段落を読み、「原爆ドーム」

に対する筆者の思いを読み取る。 
◇サイドライン 
◇視写・書き込み 
◇要約文 

読：原爆ドームに対する筆者の思い

を、文末表現を手がかりにして

読み取り、重要語句や中心文を

もとにまとめることができる。

 文末表現の違いにより筆者

の思いが表れている文を見つ

けられること、要約文は重要語

句や中心文をもとにまとめら

れることに気づかせる。 

５ 

二の意味段落を読み、「原爆ドーム」

が物産陳列館として市民に親しまれて

いた様子を読み取る。 
◇サイドライン 
◇視写・書き込み 
◇要約文 

読：物産陳列館が多くの市民に親し

まれてきた様子を語句に着目

して読み取り、重要語句や中心

文をもとにまとめることがで

きる。 

 原爆ドームの近くの川の様

子に焦点を当て、平和な様子を

捉えさせる。 

６ 

 三の意味段落を読み、物産陳列館が原

爆によってどのような姿になってしま

ったのか読み取る。 
◇サイドライン 
◇視写・書き込み 
◇要約文 

読：原子爆弾によって建物はどのよ

うな姿になってしまったのか

を文末表現などを手がかりに

読み取り、重要語句や中心文を

もとにまとめることができる。

 原爆の威力に着目させ、それ

によって変わってしまった原

爆ドームの姿を詳しく読み取

らせる。 

７ 

 四の意味段落を読み、「原爆ドーム」

の永久保存へ動いていった経緯を読み

取る。 
◇サイドライン 
◇視写・書き込み 
◇要約文 

読：原爆ドームの永久保存へと動い

ていったきっかけなどを文末

表現などを手がかりにして読

み取り、重要語句や中心文をも

とにまとめることができる。 

 保存に反対の意見もあった

ことをとらえさせ、そこから何

をきっかけに保存へと動いて

いったのか考えさせる。 

８ 

 五の意味段落を読み、「原爆ドーム」

が世界遺産に登録されるまでの経緯と

筆者の思いを読み取る。 
◇サイドライン 
◇視写・書き込み 
◇要約文 

読：原爆ドームが世界遺産に決定す

るまでの経緯と筆者の思いを

文末表現を手がかりにして読

み取り、重要語句や中心文をも

とにまとめることができる。 

 文末表現や主語を手がかり

に筆者の思いの表れている文

を見つけさせる。 

９
（
本
時
） 

 六の意味段落を読み、「原爆ドーム」

について、筆者が私たちに訴えたいこと

は何かを読み取る。 
◇サイドライン 
◇視写・書き込み 
◇要約文 

読：筆者が伝えたいことは何かを、

題名や文末表現などを手がか

りにして重要語句や中心文を

見つけ、それをもとにまとめる

ことができる。 

 重要語句や中心文は題名や

文末表現などを手がかりにし

て見つけられること、要約文は

重要語句や中心文をもとにま

とめられることに気づかせる。

ま

と

め

る 
１ 

10 

 全文を通して自分の読みを見直し、筆

者の考えをとらえ、自分の考えをまとめ

る。 
 ・自分の思いをまとめる 

読・言：全文を読み返しながら筆者

の伝えたいことを確認し、自分

の考えを文章にまとめること

ができる。 

 筆者の伝えたいことを確認

し、教材文を読んで思ったこと

を想起させ、自分の考えをまと

めさせる。 

広

げ

る 
１ 

11 

筆者の伝えたいことや自分の考えを

もとに、戦争や平和について話し合い、

考えを深める。 

関・言：戦争や平和について筆者の

考えや自分の考えをもとに話

したり聞いたりして自分の考

えを深めることができる。 

 前時でまとめた自分の考え

を振り返らせたり、友達の考え

についてどう思うか考えさせ

たりしながら話し合いに参加

させていく。 



５ 本時の指導 
（１）本時の目標 
  【関心・意欲・態度】 
   ○「原爆ドーム」について、筆者が伝えたいことに関心をもち、手がかりを探しながら意欲的に 

読み取ろうとする。 
  【読むこと】 
   ○「原爆ドーム」について、筆者が伝えたいことを、重要語句や文末表現などを手がかりにして 

読み取ることができる。 
（２）本時の書く活動 
    本時では、筆者の伝えたいことをより明確にとらえさせるために、文末表現や重要語句にサイ

ドラインを引かせ、意味段落の中心文を視写させ、深めたい言葉に書き込みを行わせていきたい。 
    また、中心文と重要語句を手がかりにして要約文を書かせることによって、筆者の伝えたいこ

とを確かに読み取らせることができると考える。 
（３）本時の展開  

◇書く活動 ◎主となる「書く活動」に関わる部分 ☆支援 ○評価 
段階 学習活動 教師の発問と指示 予想される反応 評価と支援 

 
 
つ

か

む 
 
５

分 

１．前時の学習を想起す

る。 
 
 
 
２．本時の学習課題を確認

する。 
 
 

・原爆ドームが世界遺産に決

定したとき筆者はどんな

ことを感じたのでしたか。

 
・今日の学習課題を確認しま

しょう。 

・世界の人々の平和を求

める気持ちの強さを

改めて感じた。 
 

☆前時のまとめを想起

させる。 
 
 
 
 

見

通

す 
１

分 

３．学習場面の見通しをも

つ。 
・筆者が伝えたいことを読み

取るために、何に気をつけ

て読んでいけばよいでし

ょう。 

・文末表現 
・重要語句 
・中心文 

☆これまでの学習を想

起させる。 
○学習の見通しをもつ

ことができたか。 
（発言） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深

め

る 
 

34 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．学習場面の音読をす

る。 
・指名読み 

 
 
 
５．課題解決のための読み

取りをする。 
(１)筆者の伝えたいことが

表れている文を探す。 
◇サイドライン 

 
 
 
 
(２)中心文を視写し、深め

たい言葉に書き込みを

する。 
◇視写・書き込み 

（３）中心文について話し

合う。 
 
 
 
 
 
 

・どの文に筆者の伝えたいこ

とが表れているか考えな

がら音読しましょう。 
 
 
 
 
 
◎重要語句と文末表現にサ

イドラインを引きましょ

う。 
・筆者が伝えたいことがより

表れているのはどの文で

すか。 
 
 
◎⑬段落の２つ目の文を視

写し、深めたい言葉に書き

込みをしましょう。 
 
 
・「原爆ドーム」はどんな様

子ですか。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・⑬段落の２つ目の文 
・文末が「～なのだ。」

だから 
・題名と同じ言葉がでて

いるから 
 
 
 
 
 
 
・痛ましい姿 
・原爆がどんな惨害をも

たらすか無言で告げ

ている 
・核兵器は不必要だと警

告している 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆文末表現・重要語句に

着目させる。 
○中心文を見つけるこ

とができたか。（発言）

 
☆書き込みの視点を確

認する。 
・詳しくする 
・言い換える 
 
 
○深めたい言葉を選び

自分なりに、詳しくし

たり言い換えたりす

ることができたか。

（ノート・発言） 
 
 

筆者が伝えたいことは何か読み取ろう。 



 
（４）評価 
  【読むこと】 
   ○「原爆ドーム」について、筆者が伝えたいことを、重要語句や文末表現などを手がかりにして

読み取ることができたか。（ノート・発言） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
深

め

る 
 

34
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(４)意味段落を要約し、筆

者の伝えたいことをま

とめる。 
 

・「それを見る人」とは誰の

ことですか。 
 
 
 
 
 
・「心に平和のとりでを築

く」とは、どういうことで

しょう。 
 
 
 
 
 
◎「平和のとりでを築く」

という言葉を別の言葉に

言い換えて、この意味段

落を要約しましょう。 
 
 

 

・少女 
・広島市民 
・保存を願う全国の人 
・自分も 
・みんな 
・世界の人々 
 
・原爆はこわいと思う心

をもつこと 
・核兵器はいらないと思

う心をもつこと 
・戦争をしてはいけない

と思うこと 
・平和を願う気持ちをも

つこと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆みんなで話し合い、深

めたことを板書を見

て思い出させる。 
○筆者の伝えたいこと

を要約することがで

きたか。 
（ノート・発言） 

 

 
 
ま

と

め

る 
 
５

分 

６．まとめの音読をする。 
・一斉読 

 
 
７．学習を振り返る。 

・自己評価 
 
 
８．次時の学習内容を確認

する。 

・今日学習した、筆者の伝え

たいことを意識しながら

読みましょう。 
 
・今日の学習を通して分かっ

たことや感じたことをま

とめましょう。 

  
 
 
 
○本時の学習を振り返

り、まとめることがで

きたか。 
（ノート・発言） 

 
☆次時の学習内容の予

告をし、学習への意欲

をもたせる。 

A 十分満足できる B 概ね満足できる C 努力を要する児童への支援 
 筆者が伝えたいことを、題名

や文末表現などを手がかりにし

て重要語句や中心文を見つけ、

核兵器や戦争・平和などに対す

る自分の思いも含めてまとめる

ことができる。 

筆者が伝えたいことを、題名

や文末表現などを手がかりにし

て重要語句や中心文を見つけ、

それをもとにまとめることがで

きる。 

重要語句や中心文は題名や文

末表現などを手がかりにして見

つけられること、要約文は重要

語句や中心文をもとにまとめら

れることに気づかせる。 

 原爆ドームは、それを見る全ての人々が、核兵器

は不必要であり平和を守っていこうという気持ち

をもつための世界の遺産なのだ。 



（５）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筆
者
の
考
え
を
受
け
止
め
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
よ
う 

  

平
和
の
と
り
で
を
築
く 

 

大
牟
田 

稔 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

少
女 

痛
ま
し
い
姿 

 
 
 
 
 
 

広
島
市
民 

核
兵
器
は
不
必
要 

 
 
 
 

保
存
を
願
う
人 

ど
ん
な
惨
害
を
も
た
ら
す
か 

自
分
た
ち
も 
み
ん
な 

無
言
で
告
げ
る 

警
告 

 
 

世
界
中
の
人
々 

 

原
爆
ド
ー
ム
は
、 

そ
れ
を
見
る
人
の
心
に 

 

核
兵
器
は
不
必
要
と
い
う
気
持
ち 

戦
争
は
し
て
は
い
け
な
い 

平
和
を
願
う
気
持
ち
を
も
つ 

平
和
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
心 

平
和
の
と
り
で
を
築
く
た
め
の 

   

世
界
の
遺
産
な
の
だ
。 

  

筆
者
が
伝
え
た
い
こ
と
は
何
か
、
読
み
取
ろ
う
。

 

原
爆
ド
ー
ム
は
、
そ
れ
を
見
る
全
て
の
人
々
が
、 

核
兵
器
は
不
必
要
で
あ
り
、
平
和
を
守
っ
て
い
こ
う
と

い
う
気
持
ち
を
も
つ
た
め
の
世
界
の
遺
産
な
の
だ
。 



「平和のとりでを築く」教材分析表 

要 旨 
構  成 

要  点 キーワード 
言語事項 
○：指示語 
□：接続語 

 ◇：文末表現

意味 
段落 

形式

段落
小見出し 

 

原
爆
ド
ー
ム
は
、
後
世
ま
で
、
そ
れ
を
見
る
世
界
中
の
人
々
の
心
に
、
核
兵

器
の
使
用
禁
止
、
さ
ら
に
は
戦
争
を
許
さ
ず
、
平
和
を
守
っ
て
い
く
強
い
意
志

を
築
く
た
め
の
世
界
の
遺
産
な
の
だ
。 

原
爆
ド
ー
ム

に
対
す
る
筆

者
の
思
い 

① 原爆ドームと

は 

原爆ドームが世界遺産への

仲間入りを果たしたとき、わ

たしは、この傷だらけの建物

がたどってきた年月を思わず

にはいられなかった。 

原爆ドーム 
平和 
戦争 
世界遺産 
時代 

○そのまま 
○この日 
○その年月 
 

原
爆
ド
ー
ム
が
た
ど
っ
た
歴
史 

② 原爆ドーム完

成  １９１５年、物産陳列館と

して完成。多くの市民に親し

まれる。 

原爆ドーム 
 

◇だったという

 

③ 
平和な時代を

見守る原爆ド

ーム 

時代の流れ 
 

○この建物 
 

④ 原爆の威力と

被害  １９４５年、原爆投下によ

り建物は全焼。れんがと鉄骨

の一部は残る。 

原子爆弾 
 

○それは 
○その多く 
 

⑤ 原爆ドーム全

焼 
後の時代 ○この 

⑥ 
原爆ドーム保

存に関する議

論 

戦後間もないころ、原爆ド

ームを保存するか取り壊すか

議論が続く。 

原爆ドーム 
保存 
原爆 

 

⑦ 
「原爆ドーム

永久保存」に立

ち上がる 

１９６０年、被爆が原因と

みられる病で亡くなった一少

女の日記に後おしされて、市

民も役所も「原爆ドーム永久

保存」に立ち上がる。 

原爆ドーム 
原爆 
保存 
後世 

○その少女 
○この日記 

⑧ 全国からの支

援 
保存 ○このこと 

○その後 
 
《文章構成図》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
   ⑫⑬ 

世
界
遺
産
へ
の
道
の
り 

⑨ 
世界遺産登録

への動きの高

まり 
 １９９２年、原爆ドームを

世界遺産にしようという動き

が高まる。 

世界遺産 
原爆ドーム 

□そして 
○この動き 

⑩ 世界遺産とは 世界遺産 
原爆ドーム 

 
 

⑪ 世界遺産登録

決定 

 決定の知らせが届いたと

き、わたしは、世界の人々の

平和を求める気持ちの強さを

改めて感じた。 

原爆ドーム 
世界遺産 
平和 

○それは 
□そして 
□しかし 

ま
と
め 

⑫ 原爆ドームは

記念碑 

原爆ドームは、それを見る

人の心に平和のとりでを築く

ための世界の遺産なのだ。 

原爆ドーム 
原子爆弾 
核兵器 
記念碑 

◇なのである 

⑬ 原爆ドームは

世界の遺産 

戦争 
人の心の中 
平和のとりで 
原爆ドーム 
世界の遺産 

○それを 
◇なのだ 

 ① 
 

②③ 
④⑤ 
⑥ 

⑦⑧ 
 
⑨⑩⑪ 
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一

①

原

爆

ド

ー

ム

の

紹
介 

         

二

②

～

⑧

原

爆

ド

ー

ム
の
歴
史 

段
落 

①
広
島
市
に
は
、
一
発

の
原
子
爆
弾
で
破
壊

さ
れ
、
そ
の
ま
ま
の
形

で
保
存
さ
れ
て
き
た

「
原
爆
ド
ー
ム
」
が
あ

る
。
こ
の
原
爆
ド
ー
ム

は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。 

〈
課
題
例
〉
原
爆
ド
ー

ム
は
、
ど
ん
な
建
物
だ

ろ
う
。 

〈
ま
と
め
例
〉
原
爆
ド

ー
ム
は
、
広
島
市
に
あ

り
、
一
発
の
原
子
爆
弾

で
破
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
建
物
で
あ
る
。
こ

の
建
物
は
、
戦
争
を
い

ま
し
め
る
建
造
物
と

し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
遺
産
へ
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
た
。 

 

②
・
③ 

一
九
一
五
年
完
成
。
川

の
ほ
と
り
で
市
民
の

平
和
な
暮
ら
し
と
と

も
に
あ
っ
た
。 

④
・
⑤ 

一
九
四
五
年
、
原
爆
が

近
く
に
投
下
さ
れ
、
多

く
の
市
民
が
亡
く
な

っ
た
。
建
物
は
、
支
柱

の
鉄
骨
が
ド
ー
ム
の

形
で
残
っ
た
。 

〈
課
題
例
〉
原
爆
ド
ー

ム
は
、
広
島
の
ど
ん
な

時
代
を
見
守
っ
て
き

た
の
だ
ろ
う
。 

〈
ま
と
め
例
〉
原
爆
ド

ー
ム
は
広
島
が
平
和

な
時
代
に
は
作
品
展

な
ど
の
会
場
と
し
て
、

多
く
の
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
原
子
爆
弾
の
投
下

に
よ
り
、
市
民
の
多
く

は
一
瞬
の
う
ち
に
生

命
を
奪
わ
れ
、
こ
の
建

物
も
れ
ん
が
と
鉄
骨

を
残
し
炎
上
し
た
。 

段
落
の
要
約 

①
広
島
市
に
は
、
一
発
の
原
子
爆
弾
で
破
か
い
さ

れ
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
今
日
ま
で
保
存
さ
れ
て
き
た

「
原
爆
ド
ー
ム
」
と
よ
ば
れ
る
建
物
が
あ
る
。
こ
の

原
爆
ド
ー
ム
が
、
平
和
を
築
き
、
戦
争
を
い
ま
し
め

る
た
め
の
建
造
物
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

へ
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
と
き
、
わ
た
し
は
、
建

築
さ
れ
て
か
ら
こ
の
日
ま
で
、
こ
の
傷
だ
ら
け
の
建

物
が
た
ど
っ
て
き
た
年
月
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
年
月
は
、
わ
た
し
た
ち
の
父
母
や

祖
父
母
た
ち
が
生
き
て
き
た
時
代
、
そ
し
て
、
社
会

が
激
し
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
時
代
と
重
な
る
。 

 

②
「
原
爆
ド
ー
ム
」
は
、
広
島
市
の
ほ
ぼ
中
心
を
流

れ
る
川
の
ほ
と
り
に
建
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
は
、

物
産
陳
列
館
と
し
て
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
年
）

に
完
成
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
若
い
建
築
家
が

設
計
し
た
鉄
骨
・
れ
ん
が
造
り
の
三
階
建
て
で
、
建

物
の
真
ん
中
に
は
、
楕
円
形
の
丸
屋
根
（
ド
ー
ム
）

が
五
階
の
高
さ
に
つ
き
出
て
い
る
。
建
て
ら
れ
た
当

時
は
、
小
さ
い
な
が
ら
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
建
物
だ

っ
た
と
い
う
。 

③
こ
の
建
物
は
、
広
島
を
取
り
巻
く
時
代
の
流
れ
を

じ
っ
と
見
守
っ
て
き
た
。
こ
の
建
物
が
か
げ
を
落
と

す
川
に
は
、
荷
物
を
運
ぶ
小
ぶ
ね
が
行
き
か
っ
て
い

た
し
、
夏
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
水
遊
び
や
水

泳
を
楽
し
ん
で
い
た
。
ま
た
、
小
学
生
た
ち
の
絵
や

書
の
作
品
展
の
会
場
と
し
て
も
、
こ
の
建
物
は
多
く

の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。 

④
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
八
月
六
日
午
前
八

時
十
五
分
、
よ
く
晴
れ
た
夏
空
が
広
が
る
朝
、
広
島

市
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
建

物
に
ほ
ど
近
い
、
約
六
百
メ
ー
ト
ル
の
上
空
で
爆
発

し
た
。
強
烈
な
熱
線
と
爆
風
が
放
射
線
と
と
も
に
市

街
を
お
そ
っ
た
。
市
民
の
多
く
は
一
瞬
の
う
ち
に
生

命
を
う
ば
わ
れ
、
川
は
死
者
で
う
ま
る
ほ
ど
だ
っ

た
。
よ
う
や
く
生
き
残
っ
た
人
々
も
傷
つ
き
、
そ
の

多
く
は
死
ん
で
い
っ
た
。 

⑤
爆
心
地
に
近
か
っ
た
こ
の
建
物
は
、
た
ち
ま
ち
炎

上
し
、
中
に
い
た
人
々
は
全
員
な
く
な
っ
た
と
い

う
。
建
物
は
、
ほ
ぼ
真
上
か
ら
の
爆
風
を
受
け
た
た

め
、
全
焼
は
し
た
も
の
の
、
れ
ん
が
と
鉄
骨
の
一
部

は
残
っ
た
。
丸
屋
根
の
部
分
は
、
支
柱
の
鉄
骨
が
ド

ー
ム
の
形
と
な
り
、
こ
の
傷
だ
ら
け
の
建
物
の
最
大

の
特
徴
を
、
後
の
時
代
に
と
ど
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。 

教
材
文 

（
事
）
広
島
市 

（
事
）
一
発
の
威
力
の

大
き
さ 

（
事
）
破
壊
さ
れ
た
ま

ま （
事
）
原
爆
ド
ー
ム
の

役
割
を
と
ら
え
る 

（
事
）
こ
の
日
＝
世
界

遺
産
へ
の
仲
間
入
り

を
果
た
し
た
日 

 

（
想
）
何
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
の
か
考

え
る 

   

（
事
）
原
爆
ド
ー
ム
の

建
て
ら
れ
た
場
所
、
役

割
、
完
成
年
、
設
計
者
、

つ
く
り
の
特
徴
を
と

ら
え
る 

    
（
事
）
平
和
な
時
代
の

様
子 

（
想
）
筆
者
の
思
い
、

考
え
を
読
み
取
る 

     

（
事
）
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
た
日
の
様
子
、

い
つ
、
ど
ん
な
日
、
ど

こ
で
爆
発
し
た
か
を

と
ら
え
る 

  

（
想
）
平
和
な
時
代
十

対
比
に
よ
っ
て
筆
者

は
何
を
伝
え
た
い
の

か
考
え
る 

 

指
導
（
能
力
）
事
項 

「
原
子
爆
弾
」

    

「
世
界
遺
産
」

  

「
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な

か
っ
た
」 

                               

「
ほ
ど
だ
っ

た
」 

「
よ
う
や
く
」

「
爆
心
地
」 

「
た
ち
ま
ち
」

 

「
爆
風
」 

「
鉄
骨
」 

「
支
柱
」 

  

「
と
ど
め
る
」

言
語
事
項 
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三

⑨

～

⑪

原

爆

ド

ー

ム

が

世

界

遺

産

に

登

録

さ

れ

る

ま
で 段

落 

⑥
・
⑦
・
⑧ 

保
存
か
取
り
壊
し

か
の
議
論
が
あ
っ

た
が
、
一
少
女
の
日

記
が
き
っ
か
け
で

保
存
が
決
ま
っ
た
。

全
国
か
ら
の
支
持

も
あ
っ
た
。 

〈
課
題
例
〉
ど
の
よ

う
に
し
て
原
爆
ド

ー
ム
が
保
存
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。 

〈
ま
と
め
例
〉
初
め

は
思
い
出
し
た
く

な
い
と
い
う
理
由

か
ら
保
存
に
反
対

す
る
人
た
ち
も
い

た
。
し
か
し
、
一
少

女
の
日
記
を
き
っ

か
け
に
原
爆
の
被

害
を
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
に
保

存
す
る
こ
と
に
決

ま
っ
た
。
そ
の
後
、

全
国
に
そ
の
思
い

は
広
が
り
保
存
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。 

   

⑨
・
⑩
・
⑪ 

市
民
運
動
の
広
が

り
に
よ
り
、
「
原
爆

ド
ー
ム
」
が
世
界
遺

産
に
決
ま
っ
た
。
そ

の
背
後
に
は
、
世
界

の
人
々
の
平
和
を

求
め
る
気
持
ち
の

強
さ
が
あ
っ
た
。 

〈
課
題
例
〉
ど
の
よ

う
に
し
て
原
爆
ド

ー
ム
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
。 

〈
ま
と
め
例
〉
広
島

の
市
民
を
中
心
に

原
爆
ド
ー
ム
を
世

界
遺
産
に
し
よ
う

と
い
う
運
動
が
高

ま
り
、
全
国
に
広
が

っ
て
い
っ
た
。
原
爆

ド
ー
ム
は
、
規
模
が 

段
落
の
要
約 

⑥
原
爆
ド
ー
ム
を
保
存
す
る
か
、
そ
れ
と
も
取
り
こ
わ

し
て
し
ま
う
か
、
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
の
広
島
で
は
議

論
が
続
い
た
。
保
存
反
対
論
の
中
に
は
、「
原
爆
ド
ー

ム
を
見
て
い
る
と
、
原
爆
が
も
た
ら
し
た
む
ご
た
ら
し

い
あ
り
さ
ま
を
思
い
出
す
の
で
、
一
刻
も
早
く
取
り
こ

わ
し
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。 

⑦
市
民
の
意
見
が
原
爆
ド
ー
ム
保
存
へ
と
固
ま
っ
た

の
は
、
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
の
春
、
急
性

白
血
病
で
な
く
な
っ
た
一
少
女
の
日
記
が
き
っ
か
け

で
あ
っ
た
。
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
こ
ろ
に
原
爆
の
放
射
線

を
浴
び
た
そ
の
少
女
は
、
十
数
年
た
っ
て
、
突
然
、
被

爆
が
原
因
と
み
ら
れ
る
病
に
た
お
れ
た
の
だ
っ
た
。
残

さ
れ
た
日
記
に
は
、
あ
の
痛
々
し
い
産
業
奨
励
館
だ
け

が
、
い
つ
ま
で
も
、
お
そ
る
べ
き
原
爆
の
こ
と
を
後
世

に
う
っ
た
え
か
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
―
、
と
書
か
れ
て

い
た
。
こ
の
日
記
に
後
お
し
さ
れ
て
、
市
民
も
役
所
も

「
原
爆
ド
ー
ム
永
久
保
存
」
に
立
ち
上
が
っ
た
の
で
あ

る
。 

⑧
保
存
と
い
っ
て
も
、
傷
つ
い
た
建
物
だ
け
に
簡
単
で

は
な
い
。
風
や
雨
、
雪
に
打
た
れ
、
震
動
に
さ
ら
さ
れ

る
原
爆
ド
ー
ム
に
は
、
何
よ
り
も
補
強
工
事
が
急
が
れ

た
。
こ
の
こ
と
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
伝
え
ら
れ
る
と
、

全
国
か
ら
保
存
を
願
う
手
紙
や
寄
付
が
次
々
と
広
島

市
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
補
強
工

事
は
何
度
か
く
り
返
さ
れ
、
今
の
形
を
保
っ
て
い
る
。

 

⑨
日
本
が
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
に
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
条
約
に
加
盟
し
た
直
後
か
ら
、
広
島
で
は
、

原
爆
ド
ー
ム
を
世
界
遺
産
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が

高
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
動
き
は
、
た
ち
ま
ち
全
国

へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
市
民
中
心
の
活
動
は
、

原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
る
一
九
九
六

年
（
平
成
八
年
）
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。 

⑩
世
界
遺
産
は
、
人
間
の
歴
史
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
文
化
遺
産
と
、
地
球
上
に
あ
る
貴
重
な
自
然
遺
産

を
、
未
来
へ
向
け
て
大
切
に
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
ユ

ネ
ス
コ
と
世
界
の
国
々
が
調
査
し
、
指
定
し
て
い
く
制

度
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
、
ギ
リ
シ
ャ

の
オ
リ
ン
ピ
ア
遺
跡
な
ど
、
す
で
に
七
百
か
所
以
上

が
、
世
界
遺
産
と
し
て
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
い
る
。
日

本
で
は
原
爆
ド
ー
ム
よ
り
前
に
、
姫
路
城
や
屋
久
島
な

ど
が
選
ば
れ
て
い
る
。 

⑪
原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
遺
産
の
候
補
と
し
て
、
世
界
の

国
々
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
わ
た
し

は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
を
覚
え
た
。
そ
れ
は
、
原
爆 

教
材
文 

（
事
）
議
論
の
内
容 

  

（
想
）「
取
り
こ
わ
す
」

と
い
う
考
え
の
理
由

…
心
の
傷
が
深
い 

  

（
事
）
保
存
へ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
日
記 

 

（
事
）
ど
ん
な
少
女
が

書
い
た
も
の
か 

  

（
想
）
日
記
を
読
ん
で

人
々
は
ど
ん
な
こ
と

を
感
じ
た
の
か 

（
事
）
「
突
然
」
で
あ

る
こ
と
を
お
さ
え
る 

      
（
想
）
な
ぜ
全
国
か
ら

手
紙
や
寄
付
が
届
い

た

の

か

→

全

国

の

人
々
の
思
い 

  

（
想
）
人
々
の
思
い
を

読
み
取
る 

・
な
ぜ
動
き
が
高
ま
っ

た
の
か 

・
な
ぜ
全
国
に
広
が
っ

た
の
か 

・
な
ぜ
市
民
中
心
な
の

か （
事
）
四
年
間
続
い
た 

（
事
）
世
界
遺
産
に
つ

い
て 

           

（
事
）
不
安
の
理
由 

指
導
（
能
力
）
事
項 

   

「
む
ご
た
ら

し
い
」 

「
一
刻
」 

  

「
急
性
白
血

病
」 

 

「
放
射
能
」 

「
被
爆
」 

   

「
後
世
」 

 

「
後
お
し
」 

     

「
補
強
」 

               

「
文
化
遺
産
」

「
自
然
遺
産
」

    

言
語
事
項 



 
六
年
国
語
教
材
文
「
平
和
の
と
り
で
を
築
く
」
の
教
材
分
析
Ｎ
Ｏ
．
３ 

           

         

四

⑫

～

⑬

原

爆

ド

ー

ム

に

つ

い

て

の

筆

者

の
考
え 段

落 
小
さ
く
歴
史
も
浅

か
っ
た
が
、
世
界
の

人
々
に
も
支
持
さ

れ
登
録
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

      

⑫
・
⑬ 

原
爆
ド
ー
ム
は
、
心

に
平
和
の
と
り
で

を
築
く
た
め
の
世

界
遺
産
で
あ
る 

〈
課
題
例
〉
筆
者
の

訴
え
た
い
こ
と
は

何
だ
ろ
う
。 

〈
ま
と
め
例
〉
筆
者

は
、
核
兵
器
を
二
度

と
使
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
を
忘
れ

ず
、
心
の
中
に
平
和

の
と
り
で
を
築
く

べ
き
だ
と
強
く
訴

え
て
い
る
。 

段
落
の
要
約 

ド
ー
ム
が
、
戦
争
の
被
害
を
強
調
す
る
遺
跡
で
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
、
規
模
が
小
さ
い
う
え
、
歴
史
も
浅

い
遺
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
果
た
し
て
世
界
の
国
々

に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
心
配
は
無
用
だ
っ
た
。
決
定
の

知
ら
せ
が
届
い
た
と
き
、
わ
た
し
は
、
世
界
の
人
々

の
、
平
和
を
求
め
る
気
持
ち
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ

た
の
だ
っ
た
。 

 

⑫
痛
ま
し
い
姿
の
原
爆
ド
ー
ム
は
、
原
子
爆
弾
が
人

間
や
都
市
に
ど
ん
な
惨
害
を
も
た
ら
す
か
を
わ
た
し

た
ち
に
無
言
で
告
げ
て
い
る
。
未
来
の
世
界
で
核
兵

器
を
二
度
と
使
っ
て
は
い
け
な
い
、
い
や
、
核
兵
器

は
む
し
ろ
不
必
要
だ
と
、
世
界
の
人
々
に
警
告
す
る

記
念
碑
な
の
で
あ
る
。 

⑬
国
連
の
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
に
は
、「
戦
争
は
人
の
心
の

中
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
の
中
に

平
和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
原
爆
ド
ー
ム
は
、
そ
れ
を
見
る
人
の

心
に
平
和
の
と
り
で
を
築
く
た
め
の
世
界
の
遺
産
な

の
だ
。 

教
材
文 

     

（
事
）
世
界
の
人
々
の

思
い 

    

（
事
）
原
爆
ド
ー
ム
の

役
割 

（
想
）
そ
こ
に
含
ま
れ

る
筆
者
の
思
い
、
考
え 

    

（
事
）
筆
者
の
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
支
え
る

事
例
を
振
り
返
る 

指
導
（
能
力
）
事
項 

     

「
無
用
」 

      

「
惨
害
」 

「
も
た
ら
す
」

    

「
ユ
ネ
ス
コ

憲
章
」 

「
と
り
で
」 

言
語
事
項 


